
募集期間

受 講 料

定　　員

選考内容

※詳細は、ハローワークもしくは兵庫県立但馬技術大学校にお問い合わせください。

H2９年度⑰　実習・座学連携養成事業(デュアルシステム)

平成２９年１０月６日（金）午前１０時～（受付　午前９時３０分～）

訓練実施機関
及び訓練場所

※ 試験当日は、受験票・筆記用具・８２円切手１枚（合否通知用）をご持参ください。

Toyooka K-site 鞄縫製者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ
（　豊岡市京町１２－７３　℡ 0796-26-7300　※地図参照

筆記（中学校程度の数学・国語）と面接　 ※ハローワークに筆記の出題例あり

平成２９年１１月１日(水)～平成３０年２月２８日(水)

次の４つの条件をすべて満たす方
① ハローワークに求職申し込みをされている方
② ハローワークでキャリア・コンサルティングを受けた方
③ 公共職業安定所長の受講指示、受講推薦、支援指示を受けられる方
④ 鞄業種での早期就職を希望される方

対 象 者

選考日時

選考場所

平成29年8月28日(月)～ 平成29年9月28日(木)

無料（ただし、職業訓練生総合保険料３，６００円は自己負担となります。）

１０名（選考後の受講予定者が５名に満たない場合、中止する場合があります。）

工業ミシンの仕組み、鞄の構造の理解、基本的な
鞄縫製技術の習得、鞄メーカーでの職場実習、
就職対策（履歴書・経歴書の書き方、面接指導）他

Toyooka K-site 鞄縫製者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ
（　豊岡市京町１２－７３　℡ 0796-26-7300　）

※ 原則、土・日・祝日を除く週５日間
    １日６時限　９:００～１６:００（企業実習は１日７時間）

訓練内容

訓練期間

兵庫県立但馬技術大学校 管理課 豊岡市九日市上町660番地の5 ℡ 0796-24-2233 

訓練期間 

４か月間 

鞄縫製の技術を 

身につけて就職するぞ！! 

未経験でも 

大丈夫！！ 

訓練期間 

◆これは求職中の方が早期就職できるよう、職業能力の向上を支援するための職業訓練です。 

  職業に必要な技能・知識の習得により、早期に就職することを必要とし、職業訓練の受講を 

  希望する方を募集します。 

◆このコースの訓練期間は４か月間です。訓練校で学科や実技を３か月間学んだ後、 

  企業での職場実習が１か月間あります。 

◆受講を希望される方は、最寄りのハローワーク窓口にご相談ください。 

９/２８ 
申込み締切 

（延長の場合あり） 



①修了時に取得可能な資格等　　　　 ②受験資格を得られるもの　　

訓練時間

6時間

豊岡鞄の現況 3時間

3時間

12時間

6時間

12時間

5時間

縫製基礎訓練 48時間

縫製訓練（ポーチ、ポシェット、ショルダー、トートバッグ 225時間

　　　　　製作）

技術習得確認 縫製訓練（復習）（正確性(丁寧）、スピード（量）確認） 24時間

105時間

就職先の職務

就職実績 29年6月開講(訓練中)が但馬・丹波地域における公共職業訓練(ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ)として初の実施であるため就職率未定

履歴書・経歴書の書き方、就職相談、面接指導等

確認事項・諸注意等

職業相談・支援

訓練時間　総合計:４４９時間　【学科４７時間（うち訓練導入講習２４時間）、

仕上がり像
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（
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場
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習

）

企業訪問（職場視察・質疑応答）

（１企業３日間、５企業で実作業を体験する）

企業実習

ビジネスマナー コミュニケーション・ビジネスマナー講習

　　　　　　　　　　　　　　　 実技４０２時間（うち職場実習１０５時間）】

インターンシップ

ミシンの仕組み・鞄の仕組み

業界・職種研究

訓練内容（カリキュラム等）

訓練受講に伴う
自己負担額

訓練目標

訓練コース名

訓練期間

定員

訓練実施施設

資格取得

（
訓
練
導
入
講
習

）

鞄メーカーにおける鞄縫製者

平成２９年１１月１日（水）～平成３０年２月２８日（水）　（４か月間）

Ｔｏｙｏｏｋａ Ｋ－ｓｉｔｅ　鞄縫製者トレーニングセンター　（豊岡市）

鞄縫製者養成コース

１０名　（最少開講人数　５名）

科目の内容

テキスト代・材料代等は無料。
※職業訓練生総合保険料３，６００円(4か月分）【必須】
※鞄縫製者トレーニングセンターには駐車場がありません。
　 公共交通機関を利用いただくか、各自で駐車場を準備願います。

工業用ミシンを使用した鞄縫製の未経験者を対象に基本的な鞄縫製技術を習得し、
鞄工業メーカーへ即戦力として就職可能な人材を養成する。

鞄を１から造ることにより鞄全体の構造を知り、パーツ個々の持つ意味を理解する。
また、ミシンを含めた各種道具の取扱・管理の重要性を認識する。
各企業がそれぞれで行ってきた縫製者養成に取って代わる人材となる。

③任意受験により取得可能な資格

　

別途入校式・修了式等:２時間

社長訓話（鞄業界の現況と求められる人材等）

学
　
科

企業実践

ミシン・鞄の理解

オリエンテーション

鞄縫製技術習得

実
　
　
技


